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食育フードシステム 

   給食だより 

令和8年8・９月号 

夏休みは楽しく過ごせましたか？ 

プールや花火など、夏ならではの思い出もたくさんできたことと思います。 

近年は残暑が長引く傾向にあり、９月も夏のような暑さの日が続きます。 

引き続き熱中症対策をしながら、９月ならではの行事で秋の訪れを感じていきたいですね。

『今日はお月見だね！』など 

行事を意識する声がけをすることによって、こどもたちの興味も広がります♪ 

８月３１日 鮭のラビゴットソース 

 

宮城県産の銀鮭や夏野菜がたっぷり♪♪ 

ラビゴットは、フランス語で『元気にさせる』

という意味があります。 

野菜を小さく切り、お酢と混ぜて作るソースは

さっぱりとして暑い夏にぴったりです。 

今回は子供たちにも食べやすいようフレンチ 

ドレッシングを使用しています。 

残さず食べて、残暑に負けない身体づくりを 

しましょう！ 

 

  

 

９月１８日 むらさきいもコロッケ 

 

秋が旬のむらさきいもは、さつまいもに比べると

スーパーでも目にする機会が少ないと思います。

初めて見ると鮮やかな濃い紫色にびっくりして、

子供たちは食べるのを躊躇してしまうかもしれま

せん。 

紫色なのはアントシアニンの色素によるもので、

眼の健康維持に効果があります。 

また、むらさきいもはさつまいもと比べると甘さ

が少なく、さっぱりと食べることができます。 

夏の強い紫外線で疲れている眼を、むらさきいも

のパワーで元気にしてあげましょう😊 

 
 
 

献立紹介 

2026年の十五夜(中秋の名月)は、9月25日です。 

月には作物の神様がいるとされ、十五夜には食べ物への感

謝と健康を願い、ススキを飾りお月見団子をお供えします。 

ススキを飾るのは神様を呼び、悪いものを追い払うため。 

お月見団子を高く積むのは、願いを月の神様にちゃんと届

かせたいからと言われています。 

お子さんと月を眺めて、お団子を食べながら十五夜の由来

を話してあげるのもいいですね。 

 

食育ピクトグラムの７番です 

９月１日は防災の日 

災害時、子供たちは見たことがない初めて食べるものばか

りだと不安になってしまいます。 

ご家庭で防災食や非常食を食べる日を作り、味や食べ方に

慣れておくと、避難所での食事のイメージができます。 

災害への備えの大切さや普段の食事への感謝をお子さんと

一緒に話す機会にもなりますね。 

また、災害時に不安を感じているお子さんがリラックスで

きるように、お子さんの好きなお菓子や飲料、缶詰、レト

ルト食品なども防災グッズとして備えておくと安心です。 


